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27. 植物にも存在したナトリウム （排出） ポンプ (Na+-ATPase)

〔要約〕 海産の藻類Heterosigmaakashiwoのナトリウム（排出）ポンプをコードする遺伝子 (HANA)

は1330アミノ酸からなる推定分子量 146kDa、10の膜貫通領域を持つ膜タンパクをコードしている。

HANAは、植物からは初めてク ローニ ングされたナ トリ ウムポンプの遺伝子である。
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〔背景・ねらい〕

世界各地で見られる、土壌の塩類集積や洵水の進入などによる塩害拡大により、耐塩性作物の作出が求

められている。植物には、ナ トリ ウムを直接細胞外へ排出するポンプとして働くタンパク質は存在しな

いと考えられていたが、本研究では遺伝子導入による耐塩性作物作出技術の開発の一環として、海産の

藻類 H.akashiwoより Na+-ATPase(ナト リウムポンプ）遺伝子をクローニングする。

〔成果の内容• 特徴〕

l. .H. akashiwo cDNAライブラリーから、植物からは初めてとなるナトリウムポンプ （図 l、図2)

遺伝子 (HANA,4467bp)のクローニングを行った。

の

2. HANAタンパクは、 1330アミノ酸からなる推定分子量は 146kDaの膜タンパクで、 JOの膜貫通領域

を持つと考えられる （図3)。

3. HANAタンパクは、アミノ酸全体で、動物の Na+/K+-ATPase(ナト リウムポンプ）と 40%以上の相

同性を示す。しかし動物と違い、 7番目と 8番目の膜貰通領域の間に 285アミノ酸の長い親水性部位

を持つことが大きな特徴となっている （図3)。おそ らく動物のようなヘテロなサブユニッ ト ((3サブ

ユニット）構造は持たないと思われる。

培地の塩濃度を変化させても遺伝子、タンパク質の発現量は共にほとんど変化は見られない (datanot 

shown)。細胞外のナトリウム塩濃度が上昇しても、細胞内の塩濃度は変化していない可能性を示唆し

ている。

アミノ酸配列に基づいた P-typeATPaseタンパク質の系統樹 （図4)の中で HANAタンパクは、無脊

椎動物の NaサK+-ATPaseaサブユニ ット群と最も近い分子であり、Na+/K+-ATPaseのクラスターに分類

される。イーストの Na+-ATPase(ナトリウムポンプ）は Ca2+-ATPase(カルシウムポンプ）

ターに分類されるため、 N討輸送に関して別の系統発生が行われたと考え られる。
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図 1 Heterosigma akashiwo細胞膜の持つナトリウム

ポンプの模式図
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〔成果の活用面・留意点〕

H. akashiwoのナトリウムポンプの遺伝子 (HANA)は遺伝子導入による耐塩性作物作出のための候補と

して有望である。

HANAとNaサK+-ATPase,W-ATPase間の 2次

構造の比較

図4 様々な P-typeATPaseの系統樹
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